
公益財団法人テクノエイド協会
企画部 五島清国

〇日時 令和６年６月２６日（水）１4：45～１5：15（３０分）
〇場所 秋葉原UDXカンファレンスルーム Ａ・B
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主な内容

少子高齢化の現状と課題

福祉用具・介護ロボットとは？

介護ロボット等の開発のポイントと留意点

利用効果の確認（検証）
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人口（万人） （％）

14歳以下人口

15～64歳人口

65～74歳人口

75歳以上人口

65～74歳人口の割合

75歳以上人口の割合

13.3%
(2016)

11,913

1,428

2,288

6,875

1,321

19.2%

8,808

1,133

2,248

4,529

898

12.9%

25.5%

資料：2016年までは総務省統計局「国勢調査」および「人口推計」、2020年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年4月推計）中位推計」

推計値
（日本の将来人口推計）

実績値
（国勢調査等）

13.9%
(2016)

12.0%

7,656

1,768

1,691

12,693

○ 今後、日本の総人口が減少に転じていくなか、高齢者（特に75歳以上の高齢者）の占める割合は
増加していく。

1,578

少子高齢化の進展、求められる対応策

介護離職ゼロを目指す

一億総活躍社会の実現

働き方改革、人づくり革命

LIFE、科学的なデータに裏付けされた介護の実施
ADLの維持、QOLの向上、自立支援、重度化防止

ロボットやICTを活用した介護現場の生産性向上、介護の質及び安全性の確保
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世界の高齢化率

資料 高齢者白書2015（http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2015/gaiyou/pdf/1s1s.pdf）

中国 国家衛生健康委員会 発表
２０２１年10月時点
65歳以上、高齢化率13.5%
1憶9千万人超
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海外の動向
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2040年を展望し、誰もがより長く元気に活躍できる社会の実現

【健康寿命延伸プラン】
⇒2040年までに、健康寿命を男女ともに
３年以上延伸し、75歳以上に

〇 ①健康無関心層へのアプローチの強化、

②地域・保険者間の格差の解消により、

以下の3分野を中心に、取組を推進

・次世代を含めたすべての人の健やかな

生活習慣形成等

・疾病予防・重症化予防

・介護予防・フレイル対策、認知症予防

【雇用・年金制度改革等】
○ 70歳までの就業機会の確保

○ 就職氷河期世代の方々の活躍の場を
更に広げるための支援

○ 中途採用の拡大、副業・兼業の促進

○ 地域共生・地域の支え合い

○ 人生１００年時代に向けた年金制度改革

【医療・福祉サービス改革プラン】

⇒2040年時点で、単位時間当たりのサービス
提供を５％（医師は７％）以上改善

〇 以下の４つのアプローチにより、取組を推進

・ロボット・AI・ICT等の実用化推進、

データヘルス改革
・タスクシフティングを担う人材の育成、

シニア人材の活用推進

・組織マネジメント改革

・経営の大規模化・協働化

給付と負担の見直し等による社会保障の持続可能性の確保

≪引き続き取り組む政策課題≫

≪現役世代の人口の急減という新たな局面に対応した政策課題≫

2040年を展望し、誰もがより長く元気に活躍できる社会の実現を目指す。

多様な就労・社会参加 健康寿命の延伸 医療・福祉サービス改革

●2040年を展望すると、高齢者の人口の伸びは落ち着き、現役世代（担い手）が急減する。
→「総就業者数の増加」とともに、「より少ない人手でも回る医療・福祉の現場を実現」することが必要。

●今後、国民誰もが、より長く、元気に活躍できるよう、以下の取組を進める。
①多様な就労・社会参加の環境整備、②健康寿命の延伸、③医療・福祉サービスの改革による生産性の向上
④給付と負担の見直し等による社会保障の持続可能性の確保

●また、社会保障の枠内で考えるだけでなく、農業、金融、住宅、健康な食事、創薬にもウイングを拡げ､関連する政策領域と
の連携の中で新たな展開を図っていく。
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デジタル行財政改革会議（第３回）令和５年１２月２０日 資料抜粋
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_gyozaikaikaku/kaigi3/gijishidai3.htm
l
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高齢者・障害者をとりまく現状と課題

高齢者

 要介護者の増加

 認知症高齢者の増加

 高齢者世帯や高齢者の独居が増加

 ＡＤＬ（日常生活動作）やＱＯＬ（生活の質）の維持・向上 など

障害者

 高齢化

 ニーズの多様化・複雑化、高齢化（知的や精神障害の増加）

 活動や参加に対する理解、支援の拡充

 福祉用具等が利用可能なインフラの整備 など
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介護者

 人材不足（海外からの受け入れ）

 肉体的、精神的な負担の軽減

 楽しく・働きやすい、職場・労働環境の構築

 福祉用具・介護ロボットの活用を促す教育の実施 など

政府・関係機関

 他な分野で利用されている「技術」や「ノウハウ」の活用

 RRI（ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会）の発足（2015年）

 デジタル庁の設置（2021年）

→ ロボット、ICT、AIなど活用、介護ICT標準化の在り方検討（医療・介護・リハ）

→ データの集約、共有、安全管理（機密情報の保護、プライバシーの確保）

→ 基準、規制の改革（緩和と強化）

→ ハイテク・ローテクの活用

→ 人材養成

The Association for Technical Aids(ATA)

介護WG
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オーファン・プロダクツ
使用者が少数

市場規模が小さい
調整と適合が必須

ユニバーサルデザイン
アクセシブルデザイン
誰にでも使用できるもの

便利なもの

福祉用具の範囲

介護保険法より保険給付の対象となる
「福祉用具」

障害者総合支援法より支給される
「補装具」

障害者総合支援法により給付される
「日常生活用具」

福祉用具の研究開発及び普及の促進に関する法律（平成５年１０月施行）
心身の機能が低下し日常生活を営むのに支障のある老人又は心身障害者の日常生活上
の便宜を図るための用具及び機能訓練のための用具並びに補装具をいう。

在宅

施設 等
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・ロボット技術を用いて介助
者のパワーアシストを行う
装着型の機器

・ロボット技術を用いて介助
者による抱え上げ動作のパ
ワーアシストを行う非装着
型の機器

・高齢者等の外出をサポートし、
荷物等を安全に運搬できる
ロボット技術を用いた歩行支
援機器

・排泄物の処理にロボット技術
を用いた設置位置調節可能
なトイレ

・介護施設において使用する、
センサーや外部通信機能を
備えたロボット技術を用いた
機器のプラットフォーム

・高齢者等の屋内移動や立
ち座りをサポートし、特にト
イレへの往復やトイレ内で
の姿勢保持を支援するロ
ボット技術を用いた歩行支
援機器

・在宅介護において使用する、
転倒検知センサーや外部通
信機能を備えたロボット技術
を用いた機器のプラットフォー
ム

・高齢者等の外出をサポートし、
転倒予防や歩行等を補助す
るロボット技術を用いた装着
型の移動支援機器

・ロボット技術を用いて排泄を
予測し、的確なタイミングでト
イレへ誘導する機器

・ロボット技術を用いてトイレ内
での下衣の着脱等の排泄の
一連の動作を支援する機器

・高齢者等とのコミュニケー
ションにロボット技術を用い
た生活支援機器

・ロボット技術を用いて、見守
り、移動支援、排泄支援をは
じめとする介護業務に伴う情
報を収集・蓄積し、それを基
に、高齢者等の必要な支援
に活用することを可能とする
機器

移乗支援 移動支援 見守り・
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

排泄支援 入浴支援

○非装着 ○屋内 ○在宅

○動作支援

○装着 ○排泄物処理○屋外 ○施設

介護業務支援
○トイレ誘導

○装着
イメージ図（ニーズ・シーズ
連携協調協議会報告書よ
り転載）

イメージ図（ニーズ・シーズ連
携
協調協議会報告書より転載）

イメージ図（ニーズ・シーズ
連携協調協議会報告書よ
り転載）

危ないの
で

動かない
で
ください

○生活支援

・ロボット技術を用いて浴槽に
出入りする際の一連の動作
を支援する機器

民間企業・研究機関等 ＜経産省中心＞

○日本の高度な水準の工学技術を活用し、高齢者や介護現場
の具体的なニーズを踏まえた機器の開発支援

介護現場 ＜厚労省中心＞

○開発の早い段階から、現場のニーズの伝達や試作機器につ
いて介護現場での実証(モニター調査・評価)

モニター調査の
依頼等

試作機器の
評価等

介護ロボットの開発支援について

○経済産業省と厚生労働省において、重点的に開発支援する分野を特定（2013年度から開発支援）
○2017年10月に重点分野を改訂し、赤字箇所を追加

開発重点分野

H29.10月追加（赤枠）
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メーカー・輸入事業者

福祉用具貸与サービ
ス事業者

代理店
取次店

百貨店
ホームセ
ンター
家電量販
店

高齢者や障害者、在宅、施設、職場、学校、公共の場所 など

① ② ③ ④ ⑤ ⑦

義肢装具等
製作事業者

⑥

（老）在宅サービス
介護保険法により貸与や販売

（障）障害者総合支援法
により支給や給付

介護ロボットメーカー等
（新規参入の企業）福祉用具・介護ロボットの流通経路

介護用品売
り場
薬局
通販

⑧

The Association for Technical Aids(ATA)

直販

（老）人員基準や運営基準の緩和により導入促進
（老）介護ロボット導入支援事業により補助
（障）障害分野のロボット等導入モデル事業

レンタル卸

14
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在宅（保険外）補装費の支給



見守り支援、利用者データの共有化
～ データの蓄積・記録、共有、活用 ～

The Association for Technical Aids(ATA)

●徘徊感知（マットや赤外線）

〇シルエット画像等で状態確認

〇はみ出し・起き上がり・離床等を検知

〇検知前後の動画記録

〇暗い場所でも利用可

〇非接触

〇センサの移動が簡単

クラウド、ＡＩ製品のIoT化

☆心拍や呼吸 ☆眠りの深さ ☆レポート作成

☆介護記録やナースコール等とのデータ連携

在宅介護のDX化（行政と民間事業者が連携）

◎危険・予後予測、新型コロナウイルス対応

◎生活リズムの見える化、ゆるい見守り

◎情報の共有化（家族やサービス提供者） 他

①

②

③
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ヘルスケアデータの収集・活用、運動プログラムの自動生成
～ 健康寿命の延伸 ～

The Association for Technical Aids(ATA)

バイタルウォッチ

ヘルスケアデータの収集、プラットフォームにて一元管理

◎バイタルデータを自動収集 ◎メモリ保存、Bluetooth送信 ◎クラウドデータの一元管理

◎プラットフォームへ ◎安心・安全 ヘルスケアゲートウェイ

デイサービスにおける運動プログラムの自動作成

◎体力測定結果により運動プログラムを自動作成

◎科学的介護情報システム（LIFE）にデータ連携
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在宅高齢者における見守り支援
～ 自立支援、生活機能の維持・向上 ～

The Association for Technical Aids(ATA)

テレビを活用

在宅介護のDX化

◎家族や地域とのつながり ◎安心・安全、自立支援、重度化予防

◎緊急時や非常時の対策 ◎仕事の継続 など

腕時計を活用
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海外におけるロボット技術の活用

一日の生活リズムに位置づけて活用
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海外におけるロボット技術の活用

医療と介護
の連携

19



高齢者・家族の視点から見た場合
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寝室での生活が
中心

意 欲

身体機能

生活行動範囲

コミュニケーション

縮小

減少

減少

低下

The Association for Technical Aids(ATA)

日常生活の悪循環

こんなきっかけ

・風邪などの病気

・転倒よる骨折やケガ

・家族の入院

・病院からの退院 など

活動や参加が制限される
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・起居、移乗、移動

・食事、排泄、入浴の自立

・外出、余暇活動 など

活動や参加

コミュニケーション

生活空間

身体機能

意欲

拡大

増加

増大

向上

生活機能の維持・改善

・本人の意欲、身体機能の維持

・適切な介護支援計画

・環境改善、福祉用具等の活用など

The Association for Technical Aids(ATA)

日常生活の好循環

日常生活行動範囲の維持・向上
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利用者から見た福祉用具の活用

生
活
行
為

身近な
行為

応用的
な行為

できないできる 福祉用具等
の活用

身体機能

家族・介護サ
の利用

起居・座位・立位・・・

整容・調理・洗濯・・・

買い物・散歩・運動・・・

教室・旅行・・・

歩行・立ち座り・排泄・入浴・・・

通院・・・

利用の目的

要介護者 介護者

・ADLの維持・向上
・QOLの向上

・介護負担の軽減
・ケアの質の向上
・安全性の向上、効率化

・リスク低減（転倒骨折、体調変化、早期発見）
・プライバシーの保護、尊厳の保持

The Association for Technical Aids(ATA) 23



１．利用目的の明確化（人・場面・目的）

The Association for Technical Aids(ATA)

2．状態（ADL）の変化に対応

福祉用具・介護ロボット

利用にあたっての基本的な考え方
（ICF:国際生活機能分類）

本人の置かれている状況
肉体的・精神的
想い、願い、課題

・高齢者の生活機能の維持・向上
・利用者の安心・安全
・介護の質の向上
・介護負担の軽減
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The Association for Technical Aids(ATA)

福祉用具等を利活用するための要因

福祉用具・介護ロボット
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居室 屋外

身体機能の評価

福祉用具等の利用 介護者等による支援

環境の改善

移乗起居 移動

居室から屋外等への移動

The Association for Technical Aids(ATA)

できること・していること 確認

生活機能の維持・向上

利用者の希望・変化を見逃さない
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開発及び利用にあたっての基本的考え方

活用できそうな機器・システム（技術シーズ）

お困りごと（課題の解決）

望んでいる暮らし（利用者ニーズ）

機器・技術

意思・希望（願い）

本人
の
機能

機器
の
役割高齢者の

視点

開発者の
視点

The Association for Technical Aids(ATA)

福祉用具は、利用が目的ではなく、課題を解決する一つの手段として

・自己決定
・生活の維持 など考慮し、開発と利用（普及）を検討する
・ADLの維持・向上

一方、近年は、意識化・目的化することも
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主な内容

少子高齢化の現状と課題

福祉用具・介護ロボットとは？

介護ロボット等の開発のポイントと留意点

利用効果の確認（検証）
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利用者と開発者の視点

〔利用者〕 ※ニーズは十人十色

（パラダイムシフト）

新たな技術や機能を活用

・応用する視点

 改善策の有無

 活用可能な場面、適用範囲

 開発に対する要求整理

開発の初期段階から、本格的な開発に向けて
方向性を確認し、連携体制の構築する

〔開発者〕

（現場との連携）

利用者ニーズの深堀

出口戦略

 応用（適用）可能な技術の特定

 ターゲットユーザの明確化

 運用方法とその効果の説明

 利用に対する要求整理

The Association for Technical Aids(ATA)

行動観察とインタビュー（単独・グループ）の繰り返し
使用評価
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開発から利用されるまでの流れ

ニーズ（現場）

シーズ（開発）

開発 製品化 普及 利活用

社内の理解

開発費の確保

コスト（導入・毎月）

教育担当者

費用対効果

経営者と現場の課題共
有

使用状況
の確認

利用計画の策定

オペレーションの変更

安心・安全な利用

ニーズの深堀、活用可能な技
術の絞込み

目的の明確化、事業化と出口
戦略

担当者の配置、相談先

活用のノウハウ

製品の比較・検討

導入効果

課題の把握、分析

利用シーンと想定ユーザの明確化

採算が合わず、高価になりがち

代理店等の販路開拓

The Association for Technical Aids(ATA)

開発に対する協力

ADL・QOLの向上、重度化予防

事故やヒヤリハットの防止、情報共有

利用状況のフィードバック

開発や改良へ反映
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着想から実用化までのフロー

０．着想段階

調査 分析

１．計画段階

計画

設計

試作改良

実証

新規参入の検討
ニーズ把握
制度、市場規模

利
用

３．評価段階

４．普及段階

２．開発段階

ニーズの把握、絞込
活用可能に技術の特定

開発資金
介護現場等との連携

施設等とのマッチング
実証計画の検討
倫理審査

被験者の選定、同意

工学評価（製品安全）
臨床評価（利用安全･使い勝手）

情報
試用
費用対効果

改良資金
検証後の改良

The Association for Technical Aids(ATA)

適用、運用、コスト
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機器開発における各フェーズのねらい

フェーズ 項目 目的 内容

⓪着想段階 ニーズから活用可能なシーズの特定、市場や制度に関する調査、想定する価格の妥当性

①設計段階 機器が意図したとおり（安全・確実に）機能するか
プログラムの検証、修正

②モニター評価前

（社内中心）

安全性 基本的な安全性の担保 電気的及び機械的等安全性の確認

品質の担保 耐久性や安定性の確認

有効性 基本的な性能の担保 性能や使用方法を裏付ける試験

リスクアセスメント 想定される危険除去
※想定されるリスクは、使用者と連携して
見積もること

ハード面及びソフト面
意図した使用及び制限の明確化
予見可能な誤使用の除去

③モニター評価

（想定、実環境）

〇実践場面での評価、機器利用による効果（機器の効果と介入による効果）
〇評価の指標及び手法
〇リスクとベネフィトを比較衡量（効果がリスクを上回ることを基本）

●どのような利用者に、どの時点で、どのように使用すると、何に比べて、どのように改善するか評価
することを基本とする

※）倫理審査を必須と
する実証試験を行う場
合には、
実証内容の説明、個人
情報とインフォームドコ
ンセントの徹底

利用者への効果、影響 自主性、ＡＤＬ、ＱＯＬ、活動や参加 等

家族を含む介護者への効果、影響 肉体的・精神的の負担感、やりがい等

介護体制や運用面の効果、影響
オベーションの変化

時間、効率化、労働・雇用環境等

機器の効果 操作機能性、信頼性、確実性、サポート力、
理解力、満足度 等

コスト 本体価格、設置、ランニング、教育、機能
のアップグレード、シェアリング等

想定される事故・ヒヤリ・ハット事象の共
有と対策

利用安全の確保
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現場で役立つ製品開発のポイント

The Association for Technical Aids(ATA)

介護施設・在宅介護の現場

〇現場は実践、研究が目的ではない

・ニーズの多様化・複雑化
・人手不足、業務の効率化、DX
・安心・安全、オペレーションの変更

企業、大学、研究者

〇エビデンス（科学的裏付け）の抽出

・現場の条件や制約
・被験者の確保、同意
・臨床倫理（被験者の保護）
・研究倫理（研究の妥当性）

実践場面における機器の開発・評価
想定するアウトカム（成果）の検討・結果共有

結果の共有、還元

新たな自立・介護システムを提案
安心・安全な少子高齢化社会を実現

例えば、
移乗を支援する
歩行・移動を支援
する とは？

様々な制約がある中で

33



主な内容

少子高齢化の現状と課題

福祉用具・介護ロボットとは？

介護ロボット等の開発のポイントと留意点

利用効果の確認（検証）

The Association for Technical Aids(ATA) 34



利用効果の確認（検証）

●立場による観点の相違

①行政：持続可能な介護、補助や加算・基準等の見直し

②メーカー・販売店：市場性、事業化、収益化

③介護施設等：安心と安全、介護の質、利用者に寄り添うゆとり介護、

介護負担の軽減、経営資源の有効活用 など

●利用効果の判断

◎利用者に与える効果と影響：ＡＤＬやＱＯＬの変化、意識の変化、自立支援 等

◎介護者を組織（スタッフを含む）に与える効果と影響：やりがいや意識の変化、

肉体的・精神的な負担の軽減、雇用労働環境の改善、労働時間の削減 等

◎使いやすさと確実性：操作機能性、使いやすさ、確実性、サポート利用

「できること」と「できないこと」、リスクアセスメント

◎経済性：価格、設置費、ランクングコスト、教育費

The Association for Technical Aids(ATA)

定量的な評価、定性的な評価、タイムスタディ調査など

経営課題（役員）、管理課題（施設長）、現場課題（フロアリーダー）
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ご清聴、ありがとうございました

公益財団法人テクノエイド協会 企画部 五島清国

〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸１－１
セントラルプラザ４階

電話 ０３－３２６６－６８８３
電子メールアドレス goshima@techno-aids.or.jp
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